
選定理由

　 県内での生育地はまれな状態と なっ ている。 生育地での個体数も 多く

はない。

概　 　 要

　 山地の少し ばかり 湿り 気のある 草地に生え る 多年草で 草丈は4 0 ―

8 0 cm。 茎の下部につく 葉は長い葉柄があっ て２ ―３ 対に羽状の小葉が

あり 、 上部では柄が短く 羽状に全裂し ない。 花は春から 初夏にかけて咲

き 、 茎の上部の集散花序に小花を多数つける。 花冠は径３ mmで淡紅色

である。 北海道から 本州、 四国、 九州に分布し 、 朝鮮半島、 中国に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） や県東部の丘陵域で確認さ れているが、 近年、 こ れら の

生育地が消滅し つつあっ て、 かなり まれな状態と なっ ている。 以前、 林

縁路傍などのやや陰湿な地に生育し ていた個体群などは、 現在ほと んど

消滅し てし まっ ている。

（ 安来市広瀬町下山佐、 松江市大野町、 松江市島根町、 松江市八雲町、

松江市玉湯町、 隠岐郡布施村布施、 隠岐郡五箇村南方長尾田、 雲南市加

茂町近松）

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移、 樹林伐開などによ る環境変化。

（ 執筆者： 三浦　 憲人・ 杦村　 喜則）
●参考文献
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三浦憲人・ 森定伸・ 宇田川卓義・ 長谷研次 （ 2 0 1 5 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園における 植物相調査（ 2 0 1 3 -2 0 1 4 ）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告. (1 8 ):2 1 -3 9 .
三浦憲人 （ 2 0 1 5 ） 島根県産植物の染色体観察記録 (2 ). ホシザキグリ ーン 財団研究報告. (1 8 ): 2 7 3 -2 7 6 .
三浦憲人・ 森定伸・ 岡井陽平 （ 2 0 2 2 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園における 植物相調査（ 2 0 1 9 ）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号. (3 1 ):3 9 -6 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

カ ノ コ ソ ウ
スイ カ ズラ 科

Va le ria n a  f au rie i  Briq .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて局地的であり 、 個体数も 少なく 、 離れた分

布を示す。

概　 　 要

　 常緑性のシダで、 地上生で、 匍匐茎は地中または地上を長く 這い、 ま

ばら に分岐する 。 直立茎は斜上または直立し 、 高さ 1 0 －3 0 cmになり 、

扇状に分岐する。 鱗片葉は鮮緑色で、 ４ 列に並び、 先端は棘状。 背葉は

線形で圧着し 、 側葉は広く 、 開出する。 胞子嚢穂は１ －３ cmで円柱形。

３ －1 0 cmの長さ の柄に１ －５ 個つく 。 国内では北海道や本州中部以北

には多いが、 本州西部には少なく 、 滋賀、 兵庫、 鳥取、 島根、 広島、 岡

山などの限ら れた場所に点在し 、 徳島県でも 生育する 。 ただ、 本州西部

での生育は、 海老原（ 2 0 1 6 ） では『 兵庫県・ 岡山県・ 島根県では、 法

面への吹き つけ種子に混じ っ て移入し たと 推定さ れる個体群が、 比較的

低標高で発見さ れている。』 と し ている。 国外では北半球の温帯に広く

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では2 0 0 0 年代に西部と 東部に分布が確認さ れた。 と も に切り 開

かれた道路脇の斜面で少数生育し ていた。 西部の産地には今も 生育し て

いる が、 東部では2 0 1 6 年には見当たら なく なっ ている 。 し かし 、 県内

の産地では吹き つけ植物は見ら れないので、 シダ植物でし ばし ば起こ る

胞子が長距離移動し て離れた場所に生育するよう になっ たと も 考えら れ

る。 今回は情報不足と し ておく 。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

情報不足（ D D ）

アスヒ カ ズラ
ヒ カ ゲノ カ ズラ 科

Lyco p od iu m  com p la n a tu m  L.

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

情報不足
（ DD）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
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澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 4 ） 益田市に自生する シダ植物(5 ),島根植物研究会会報7 ： 2 -3
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 2 0 1 0 ） 植物の分布・ 観察報告(3 9 )アスヒ カ ズラ 　 Ly c o p o d iu m  c om p la n a tu m   L . 島根植物研究会会報1 8 ： 8 -1 2
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選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 常緑性のシダ植物で、 根茎は短く 、 直立から 斜上する。 葉は輪生し 、

葉柄は長さ 1 ー1 0 cmで、 茶色で披針形の鱗片を つける。 葉身は線状披

針形で長さ 1 2 ー2 0 cm、幅2 ー3 .5 cm、先は長く 伸びて無性芽をつける。

単羽状複生し 、 羽片は2 0 ー3 5 対つき 、 卵状長楕円形で鈍頭、 短い柄が

ある。 葉裏は線形の鱗片がある 。 胞子嚢群は辺縁よ り に1 列に並び、 苞

膜は円形で径2 mmを 超えて大き く 見える 。 国内では北海道から 九州に

みら れ、 中国・ 朝鮮半島・ ソ ビエト 東部に分布する。 湿っ た岩上に群生

するこ と が多い。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部での生育が報告さ れている。 山域の道脇の岩に生育し ていたと の

こ と である。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

情報不足（ D D ）

ツルデンダ
オシダ科

Po lystich u m  crasp ed o so ru m  ( M axim .)  D ie ls

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
澤江宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 9 ） 益田市に自生する シダ植物(1 4 )島根植物研究会会報1 6 :1 4 -1 5 　 島根植物研究会
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

選定理由

　 かつては県内に普通の水田雑草だっ たと 考えら れる が、 現在確認でき

る生育地が少なく 、 評価でき るだけの情報が不足し ている。

概　 　 要

　 全国の湖沼や溜池、河川、水路、水田などに生育する多年生の浮葉植物。

沈水葉は長さ 5 ー1 6 cm、 幅1 ー2 .5 cmの披針形で、 明瞭な葉柄がある。

浮葉は長さ 4 ー1 1 cm、 幅1 .5 ー4 cmの狭長楕円形か楕円形で、 表面は

ク チク ラ 層の光沢がある。 花期は5 ー1 0 月で、 穂状花序を 水面に伸ば

す。花の心皮は1 ー3 個で近似種と の識別点と なる。水の引いた環境では、

陸生形でも 生育する。 地下茎を泥中に伸ばし 、 先端に殖芽をつける。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内のほぼ全域にややまれに分布と さ れるが、 近年は県東部の溜池や

水田、 水路のみで生育が確認さ れている。 出雲平野に本種と し て記録さ

れている種はササバモと ヒ ルムシロの雑種であるアイ ノ コ ヒ ルムシロの

場合がある。 基本的に止水域に生育するが、 流れのある水路でも 見ら れ

る。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによる食害、 農業形態の

変化による溜池の管理不足と 水田の乾田化。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 辻井要介

情報不足（ D D ）

ヒ ルムシロ
ヒ ルムシロ科

Po tam o geto n  d istin ctu s  A.Ben n

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

角野康郎 （ 2 0 1 4 ） 日本の水草」．  3 2 6 pp． 文一総合出版， 東京．
宮田昌彦・ 谷城勝弘・ 山田寛治編（ 2 0 2 5 ） 水生・ 湿生植物生活史図鑑． 6 1 7 pp． 北隆館， 東京．
中川昌人 ・ 國井秀伸（ 2 0 1 5 ） 宍道湖， 天神川およ ひ゛斐伊川河口域の小河川における 2 0 1 3  年の水生植物相． LAGU N A， 2 2 ： 1 -1 0 ．
杉村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告， 3 ： 1 -4 9 ．

選定理由

　 県内では生育し ている場所はわずかであり 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 湖沼、 河川、 水路などに生える 多年生の沈水植物で、 葉はすべて沈水

葉で、 葉身は広線形で長さ 2 ー6 cm、 幅1 .5 ー4 mm、 3 脈で低い鋸歯が

あり 、 先端は凸形。 托葉は基部と 合着し て葉鞘状で上部が耳状突起と な

る。 花期は7 ー8 月で1 ー5 cmの花茎の先に4 ー1 0 mmの穂状花序と なり

2 ー4 個の花がつく 。 北海道～九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国・ 東南ア

ジアに分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 報告さ れている。 同地域の低地のため池などで点々と 見ら れ

たが、 産地が減少し 、 ほと んど見ら れなく なっ ている。

存続を脅かす原因

　 湖沼の管理放棄、 水質悪化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 辻井要介

情報不足（ D D ）

センニンモ
ヒ ルムシロ科

Po tam o geto n  m aa ckia n u s  A.Ben n .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） .． 島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 0 9 ） 出雲平野南部のため池で見ら れた水生植物について， 島根植物研究会会報1 6 ;5 -7 　 島根植物研究会
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選定理由

　 生息地の詳細は不明であるが、 県内では非常にまれなも のと 考えら れ

る。

概　 　 要

　 林内の樹上に着生する多年生草本。 茎は基部が横にはい、 し だいに下

垂し て長さ 1 0 ー2 0 cmになる。 葉は広披針形で長さ 2 ー3 .5 cm、幅0 .5 ー

1 cm、 鋭頭、 基部はく さ び形、 数枚つける 。 花は7 ー9 月、 花茎が立ち

上がり 、 白色の花を 一方向に片寄っ た形で多数つける。 萼片は狭卵形、

側花弁狭倒披針形、唇弁は広卵形、萼片より 少し 短い。 北海道から 九州・

台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 丸山により 石見の奥山地に少数生育すると さ れている。 同地域の樹上

に生育し ていたも のが確認さ れたも のと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 澤田達也

情報不足（ D D ）

ツリ シュ スラ ン
ラ ン科

Go o dye ra  p en d u la  M axim .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） ベニシュ スラ ン ， 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局， 島根県大百科事典下巻， 山陰中央新報社　 p .4 7 3
大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

選定理由

　 県内での生育はき わめて少ないと 考えら れる。

概　 　 要

　 冷温帯から 暖温帯の林床や湿原に生育する。 葉は広卵形で、 急鋭頭、

基部は心形になる。 花茎は高さ 1 5 ー2 5 cmで直立し 、 7 ー8 月に先端に

花を十数個つける。 萼片は線状長楕円形で鋭頭で、 側花弁は線形。 唇弁

は倒卵形く さ び形で円頂と なる 。 萼片と と 側花弁は同長で5 mmほどに

なる。 国内では北海道から 九州・ 屋久島に分布し 、 済州島にも 見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 現地での状況は不明であるが、 西部の山域から の生育が報告さ れてい

る。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
撮影者（ 提供者）： 澤田達也

情報不足（ D D ）

ギボウシラ ン
ラ ン科

Lip a ris au ricu la ta  Blu m e ex M iq .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e

選定理由

　 根来（ 1 9 6 2 ） の報告書中にヒ ロハノ エビモの記載があるが、 その後

の県内での観察例は無い。 宍道湖で近年大繁茂し て いる オオササエビ

モ（ P o ta m og e to n ×a n g u illa n u s  K o id z.） はヒ ロハノ エビモと ササバ

モを両親と する 雑種である こ と から 、 根来（ 1 9 6 2 ） の調査以前に交雑

が起こ り 、 その後片親である本種が消滅し たこ と になる 。 今回、 調査時

の標本の有無が確認さ れていないこ と から カ テゴリ ーを 情報不足と し た

が、 標本が今後確認さ れた場合にはカ テゴリ ーは絶滅と なる。

概　 　 要

　 全国の比較的大き な湖沼、 ある いはまれに河川などにも 生育する多年

生の沈水植物である。 水中茎は水深によ っ て長さ 2 mに達する こ と があ

る。 葉はすべて沈水葉で、 葉柄は無く 、 葉身は広卵形、 披針形などさ ま

ざまな形があるが、 葉身の基部が茎を半周以上抱く こ と が本種の大き な

特徴である 。 葉の長さ は1 .5 ー9 cm、 幅1 0 ー2 5 mm、 縁は波打ち 、 目

立たない鋸歯がある。 縦に走る 主要な葉脈が3 本あり 、 その間に細い縦

脈が2 本ある。 托葉は膜質で、すぐ に腐朽し て残ら ない。 花柄は長さ 3 ー

9 cm、 穂状花序は長さ 1 0 ー2 5 ｍmで密に花を つける。 秋になる と 地下

茎の先端が肥大し て殖芽と なり 越冬する。 環境省のレ ッ ド リ スト には掲

載さ れていないが、 多く の都道府県のレ ッ ド リ スト に掲載さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 現状を 確認でき ていないが、 根来（ 1 9 6 2 ） によれば、 汽水域である

宍道湖と 中海を結ぶ大橋川で見ら れたよう である。

存続を脅かす原因

　 護岸整備や河川改修などの人為的干渉。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ヒ ロハノ エビモ
ヒ ルムシロ科

Po tam o geto n  p erfo l ia tu s  L

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
根来健一郎（ 1 9 6 2 ） 水草・ 大型藻類. 中海干拓・ 淡水化事業に伴う 魚族生態調査報告（ 宮地伝三郎編）， p .8 2 -8 3 ， 島根県．
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N o  Im ag e

選定理由

　 県内での生育状況が不明である 。

概　 　 要

　 冷温帯の山地の林内に生え る 多年草で ある 。 草丈は茎を 伸ばすと

1 0 ー2 5 cmになる。 肥大し た偽球茎の基部から 2 枚の葉と 茎を出す。 葉

は長さ 6 ー1 2 cm、 幅3 ー5 cmの広楕円形または長楕円形である。 花期

は5 ー6 月で、 花は直径約3 cm、 淡暗紫色で、 1 0 個前後をまばら につけ

る。 唇弁は倒卵形で、平ら で反曲し ない。 近縁のフ ガク スズムシソ ウは、

唇弁は直角に著し く 反曲する。 北海道から 九州、 朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 吉賀町） での報告がある。 生育環境は、 山

地林内と みら れる 。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 森林伐採。

特記事項

　 スズムシソ ウの仲間は、近年の研究で複数のタ イ プに分類さ れており 、

県内で記録さ れたも のがどのタ イ プに当たるか精査が必要である。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

スズムシソ ウ
ラ ン科

Lip a ris m ak in o an a  Sch ltr.

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

N o  Im ag e

選定理由

　 県内での生育地は限ら れている が、 自生のも のか不明のため、 今後の

情報収集が望まれる。

概　 　 要

　 日当たり のよい草地に生える多年草である。 地下に球茎があり 、 そこ

から 茎と 1 葉を伸ばす。 草丈は花茎を伸ばすと 1 0 ー4 0 cmになる。 葉は

長さ 1 5 ー2 5 cm、 直径2 ー2 .5 mmの円柱状で、 1 個つける。 花期は4 ー

5 月で、2 0 ー3 0 個の淡緑色の花を、茎の上部にやや密につける。 本州（ 千

葉県以西） から 琉球、 中国南部、 台湾、 東南アジア、 オセアニアに分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 益田市） で確認さ れている。 生育環境は、

河川の土手の草地内である。 周辺には播種が起源と みら れる外来草本が

多いこ と から 、 自生のも のか今後の情報収集が望まれる 。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 管理放棄による草地の遷移の進行。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ニラ バラ ン
ラ ン科

M icro tis u n i fo l ia  ( G.Fo rst.)  Rch b .f .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 多く はな

い。

概　 　 要

　 湿っ た林床や湿地に生え、 茎は1 5 ー3 5 cmになる 。 下部に2 枚の葉が

あり 、 狭長楕円形から 倒披針形で弓状に曲がり 、 長さ 8 ー1 3 cm、 幅1 ー

3 cmと なる。 茎の上部へは鱗片葉が続く 。 花期は7 ー8 月で、 茎の上部

に淡黄緑色の小花をやや多数つける。 背萼片は広楕円形、 側萼片は狭長

楕円形、 側花弁は狭い卵形、 唇弁は白色で、 基部から 3 裂する。 南千島・

北海道から 九州・ 朝鮮半島・ 中国・ 極東ロシアに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部から 報告さ れている。 山域の湿地にわずかに生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 湿原の遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 澤田達也

情報不足（ D D ）

ト ンボソ ウ
ラ ン科

Pla ta n th era  u ssu rien sis  ( Regel et M aack)  M axim .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 7 ） 島根県植物分布資料(3 8 )ト ン ボソ ウTu lo tis  u s su r ie n s is  (Reg e l )H a ra ,島根植物研究会会報1 3 :1 4 　 島根植物研究会
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れている が、 生育状況が不明である。

概　 　 要

　 山野に生える 多年草である。 草丈は花茎を 伸ばすと 約1 0 cmになる。

葉は線形で長さ 1 0 ー1 5 cm、 幅3 ー8 mmで、 根元から 1 ー2 枚の葉を 出

す。 地下には長さ 約1 cmの卵形の鱗茎がある。 花期は4 月ごろ で、 花茎

の先に白い小さ な花を つける。 地上部は3 ー4 月に出現し 、 花期が終わ

ると 地上部は枯れる。 雌雄異株である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 吉賀町） で確認さ れている。 生育環境は、

低山地の林縁部で、 定期的に草刈り が行われている場所である。

存続を脅かす原因

　 林縁部の管理放棄による灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

情報不足（ D D ）

ヒ メ ニラ
ヒ ガンバナ科

All iu m  m o n an th u m  M axim .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.

N o  Im ag e

選定理由

　 絶滅と し ている文献がある。

概　 　 要

　 草原や海岸に生える 多年草で、 草丈1 0 ー4 5 cmになる。 茎は直立し 、

稜角がある 。 葉は線状長楕円形で、 長さ 9 cm、 幅４ cmほどになり 、 両

面緑色で先は端の丸い鋭形になる 。 花は初夏に葉腋に1 個ずつつき 、 花

被片は長さ 1 .5 cmほど で花柄の先に下垂し 、 白色から ク リ ーム色で 先

端は緑色と なる。 国内では、 北海道・ 本州（ 滋賀県以北） と さ れ、 サハ

リ ン～シベリ ア・ 朝鮮半島・ 中国北東部・ モンゴルなど広く 分布するも

のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　「 隠岐に以前から 生育し ている こ と が知ら れている が、 今は見ら れな

い。」 と する文献がある。

存続を脅かす原因

　 不明。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ヒ メ イ ズイ
ク サスギカ ズラ 科

Po lygo n atu m  h u m ile  Fisch . ex M axim .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） ヒ メ イ ズイ 、 島根県大百科編集委員会・ 山陰中央新報社開発局、 島根県大百科事典　 下巻、 山陰中央新報社， 3 9 7 -3 9 8
大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

選定理由

　 県内の水田に広く 分布し ている と 考えら れるが、 県東部の平野部では

見ら れなく なっ た水田も あり 、 近年の生育情報が不足し ている。

概　 　 要

　 北海道を 除く 全国の湖沼や溜池、 水田などに生育する一年生の抽水・

湿生植物。 線形のやや肉厚の葉が束生する。 葉の長さ 3 ー8 cm、 幅は下

部の方が2 ー4 mm。 花期は8 ー1 0 月で、 1 0 本ほど の花茎を 伸ばし 、 先

端に4 mmほど の灰白色の頭花を つける 。 無数に咲く 花を 夜空の星々に

見立てたこ と が和名の由来。 かつては普通の水田雑草であっ たが、 除草

剤の使用などによ り 全国的に減少し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内全域の水田に稀に生育すると 考えら れる。 県東部では、 稲刈り 前

後の水田に開花し た株が生育する様子が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 農業形態の変化によ る溜池の管理不足と 水田の耕作放

棄。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 辻井要介

情報不足（ D D ）

ホシク サ
ホシク サ科

Erio cau lo n  cin e reu m  R. Br.

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

角野康郎 （ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp．  文一総合出版， 東京．
宮田昌彦・ 谷城勝弘・ 山田寛治編（ 2 0 2 5 ） 水生・ 湿生植物生活史図鑑」． 6 1 7 pp． 北隆館， 東京．
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N o  Im ag e

選定理由

　 生育地は限ら れており 、 遷移などにより 全滅し てし まう 可能性がある

立地である。 個体数が確認さ れた場合、 生息環境の維持も 含めて保全し

ていく べき 種である。

概　 　 要

　 日当たり のよ い砂質草原に生育する 多年草で 、 草丈2 0 ー5 0 cmにな

る。 葉身は短く 1 ー4 cmの披針形で、少数つく 。 花は円錐花序で広卵形、

長さ 4 ー8 cm、 小穂は広倒卵形、 長さ 4 ー6 mm、 黄褐色で、 光沢がある。

2 個の雄性小花の護頴には褐色の縁毛がある。 花は4 ー6 月に見ら れる。

国内では南千島・ 北海道から 九州に生息する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部から 生育が報告さ れている。 生息地の詳細は不明だが、 山域の明

るい草原に生育し ていたも のと 推定さ れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

コ ウボウ
イ ネ科

An th o xa n th u m  n ite n s  ( Weber)  Y.Sch ou ten  e t Ve ldkam p  var. sa ch a l in en se  ( Prin tz)  Yo n ek.

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

選定理由

　 生息の詳細は不明だが、 県下では極めてまれなも のと 考えら れる。

概　 　 要

　 暖温帯の林の林縁や岩上など に生える 低木で 、 茎は高さ 0 .5 ー1 mに

な る 。 葉は夏緑性で、 1 回３ 出複葉と な り 、 小葉は広卵形、 長さ 5 ー

1 4 m m、 幅3 ー1 1 mm。 ３ 浅裂し てあら い鋸歯を も つ。 葉柄は長く 4 ー

2 0 cmにな る。 花期は8 ー9 月で、 頂生ある いは腋性ある いは腋生する

複葉散花序に多数つき 、 両性あるいは単性。 淡青紫色。 下向き に咲く 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での生育が報告さ れている。 詳細は不明だが、 中国山地寄り にま

れに分布し ている と し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

情報不足（ D D ）

ク サボタ ン
キンポウゲ科

Clem a tis stan s S ieb o ld  e t Zu cc. va r. sta n s

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 沢沿いの陰湿な場所に生える 多年草で、 花茎は赤紫で3 ー1 5 cmにな

る。 根生葉に長い柄があり 、 葉身は卵形で、 長さ 0 .5 ー5 cm、 鈍頭で、

基部はく さ び形、 鋸歯がある。 花時に残っ ている。 また、 走出枝は花後

伸張し 、 先端近く に基部より も 大き な葉を数対つける。 茎葉も 長い柄を

も ち、 葉身は卵円形から 卵状楕円形と なる。 苞は下部は暗緑色だが、 上

部のも のは鮮黄色と なる 。 花は4 月に咲き 、 径3 ー3 .5 mm、 萼裂片は花

時に斜開から 直立し 、 楕円形から 三角状卵形と なる。 花盤は緑白色、 雄

蕊の葯は開く 前は黄色。 種子は楕円形から 卵形で長さ 0 .8 mmー1 mmと

なる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部での生育が報告さ れている。 他にも 生育情報を聞いており 、 同地

域の山域の渓谷等にまれに生育し ているも のと 考える。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

イ ワボタ ン
ユキノ シタ 科

Ch ryso sp len iu m  m acro stem on  M axim . ex Franch . et Sav. va r. m acro stem on

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
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N o  Im ag e

選定理由

　 近年、 生育地が急激に減少し 、 生育個体数も 激減し ている。

概　 　 要

　 山地林縁や草地などに生える蔓性の多年草で 、 長さ 8 0 ー1 5 0 cmに伸

びる。 葉はほと んど 柄がなく 、 葉身は長さ 7 ー2 0 cmで先は分枝する 巻

き ひげと なる。 小葉は4 ー1 0 枚に互生し 、卵形で長さ 3 ー5 cm、幅1 .5 ー

3 cm。托葉は半切卵形。花は8 ー1 0 月に総状花序で青紫色の花をつける。

豆果は狭長楕円形で、 長さ 2 .5 ー3 cmになり 、 黒色の種を 数個つける 。

国内では北海道～九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国・ モンゴル・ ロシアの

東部に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部での生育が報告さ れている。 山地の林緑や耕作地周辺で生えてい

たが、 近年はまっ たく 見ら れなく なっ ている。

存続を脅かす原因

　 林縁の刈り 込み等の管理放棄により 、 生育地の適地の消失。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

オオバク サフ ジ
マメ 科

Vicia  p seu d o  - o ro b u s Fisch .et M ey

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

選定理由

　 県下に生育すると の報告があり 、 確認さ れれば、 厳重に保護する必要

のある植物である。

概　 　 要

　 雌雄異株の常緑低木で、 茎の葉腋や幹に2 ー3 cmの刺がある。 葉は

長楕円状卵形で、 長さ 4 ー8 cm、 幅2 ー4 cm、 鋭尖頭、 基部は鈍形か

ら 広卵形になる 。 また、 縁に鋸歯があり 、 両面無毛。 雄花序は長さ 1 ー

3 cm、雌花序は雄花序より 短い。 花は９ 月にさ き 、小さ く 黄白色になる 。

萼片は4 枚広卵形から 卵円形、 雄花は径2 .5 mm多数の雄し べが、 雌花は

雌し べ1 個で短い花柱がある。 液果は球形で径5 mm、黒く 熟す。 本州（ 近

畿以西）、 四国・ 九州・ 琉球に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に生育する と の報告がある。 生育状況は不明である が、 沿岸沿い

の乾燥し た森林の林縁等に生育し ていたのではないかと 思われる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

情報不足（ D D ）

ク スド イ ゲ
ヤナギ科

Xylo sm a  co n ge sta  ( Lou r.)  M err.

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） ク スド イ ゲ、 島根県大百科編集委員会・ 山陰中央新報開発局、 島根県大百科事典上巻、 山陰中央新報社、 p .5 0 6
大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

選定理由

　 県下では生息地も 個体数も 少ない。 環境の変化によ り 各生息地も 絶滅

する可能性も ある。

概　 　 要

　 無茎のスミ レ で、 葉は平開し 、 葉身は円心形で先端は円頭、 基部は心

形長さ 2 ー4 cm。 下面脈状や上部に毛がある。 葉柄は2 ー1 0 cm。 花茎

は長さ 5 ー1 0 cmで 花は3 ー5 月に咲く 。 花弁は白色で長さ 1 0 ー1 4 mm

で、 唇弁の脈は紫色になる。 萼片は楕円状披針形で、 付属体には数個の

鋸歯がある。 花柱は虫頭状に膨ら み、 柱頭はわずかに突き 出る。 国内で

は北海道（ 道南地方） から 九州に分布し 、 朝鮮半島にも 見ら れる。 従来

茎や葉に毛がある も のをケマルバスミ レ 、 ないも のをマルバスミ レ と 呼

ばれていたが、 無毛のも のは極めて少ないので、 両者を区別せずマルバ

スミ レ と よばれる よう になっ ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部や中部から 生育が確認さ れている。 丘陵域から 山域の林縁などや

や被陰さ れた場所にまれに確認さ れる 。 また、 隠岐（ 島後、 西ノ 島） に

生育すると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 澤田達也

情報不足（ D D ）

マルバスミ レ
スミ レ科

Vio la  ke iske i M iq .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 生息地や個体数が少ない。 自生が確認さ れた場合、 周囲の環境含めて

保全し ていく 必要がある。

概　 　 要

　 多年草で雌雄異株であるが、 雄株は発見さ れていない。 土表部に塊茎

を生じ 、 こ れが分かれて茎を出す。 年数が経つと 塊茎と 寄種の根の先端

の結合部は肥大し て木化し 、 5 ー9 cmの球形になる。 花茎は8 ー1 4 cm

で花序は赤みを帯びた淡褐色。小棍体の表面は膨ら み網目状隆起と なる。

雌花は小棍体の間に多数が埋も れた状態で存在する。 子房は大き く 紡錘

状で、 オレ ン ジ色、 花柱は花の初期には短いが、 後長く 伸びて小棍体の

間から 出て、 細毛状に見える。 花期は7 ー8 月。 本州から 九州の山地に

分布する。 寄種はイ タ ヤカ エデ、 ウリ ハダカ エデ、 ヤマモミ ジ、 コ ミ ネ

カ エデなどのカ エデ類の他、 イ ヌ シダ、 ク ロヅルなどで、 ウワミ ズザク

ラ 、 ダケカ ンバなどにも 寄生すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部で生育し ていたと さ れる報告がある。 詳細は不明であるが、 中国

山地のブナ帯の林下に生育し ていたも のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

情報不足（ D D ）

ミ ヤマツチト リ モチ
ツチト リ モチ科

Ba lan o p h o ra  n ip p o n ica  M akin o

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の水際に生える 多年草で、 高さ 1 mほどになり 、 まばら に分枝す

る。 葉は広披針形から 披針形で、 長さ 1 0 ー2 0 cmになる。 花は8 ー9 月

で花穂に花をまばら につける。 小苞基部の付属片は卵状三角形、 花柱は

長さ 1 .5 mmになる。 国内では本州（ 関東地方以西） から 九州に見ら れ、

中国・ 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部で報告さ れている。 詳細は不明だが、 丘陵域の林縁などの湿地に

生育し ていたも のと 推測さ れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ヤナギイ ノ コ ヅチ
ヒ ユ科

Achyran th es lo n g ifo l ia  ( M akin o )  M akin o

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

選定理由

　 生育報告はあるが、 現在生育が確認でき ない状況である。

概　 　 要

　 山地の岩地に生え る 常緑の低木で、 高さ 1 0 ー2 0 cmにな る。 葉は革

質で葉身は楕円形、 長さ 1 .5 ー2 .5 cm、 幅0 .8 ー2 cm。 先端は丸く 、 鋭

い鋸歯があり 、 裏面は白みを 帯びる。 花は6 ー7 月で、 上部の葉腋や先

端から 2 ー6 cmの花序を 出し 、 3 ー6 個の花を つける。 花冠は白色で、

つぼ形、 長さ 6 mmほどになる。 果実は白色で径葯1 cm。 国内では（ 伯

耆大山と 中部以北）・ 千島列島・ アリ ュ ーシャ ン 列島・ サハリ ン に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 杦村（ 2 0 0 5 ） で「 出雲部の稀に分布： 大田」 と さ れて いる。 杦村

から 女三瓶と 男三瓶の稜線で僅かに確認し たが、 今は確認でき ないと

2 0 1 0 年頃に聞いている。

存続を脅かす原因

　 確認さ れていたも のは、 遷移などの環境変化で絶えたも のと 考えら れ

る。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 青木充之

情報不足（ D D ）

シラ タ マノ キ
ツツジ科

Gau lth eria  py ro lo id es Hook.f . et Th om son  ex M iq .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の草原に 生え る つ る 性の多年草。 葉は対生し 、 葉柄は3 ー

2 5 mm、葉身は薄く 、三角状卵形から 卵状披針形で長さ 3 ー6 cm、幅1 ー

3 mmで、 先はと がり 、 基部は浅い心形と なる。 花は7 ー8 月、 花序は葉

腋から 出て よ く 分枝し 、 径4 ー5 mmで、 暗紫色。 花冠の裂片の上面に

はやや微毛があり 、袋果は双生し 、水平に開出し 、線状披針形で無毛、4 ー

5 cm。 本州～九州、 朝鮮半島・ 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 報告さ れている。 丘陵域と 山域から 生育が報告さ れており 、

詳細は不明だが、 草地や林縁に生育し ていたと 思われる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

情報不足（ D D ）

コ バノ カ モメ ヅル
キョ ウチク ト ウ科

Tylo p h o ra  f lo rib u n d a  M iq .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 個体数も まれである。

概　 　 要

　 山地の湿地など、 湿り 気のある 場所に生える つる 性の多年草である。

地下に匍匐する子根茎があり 、 そこ から つる性の茎を 伸ばす。 葉は長さ

4 ー9 cm、 幅2 ー4 cmの卵形で、 互生する。 花期は8 ー9 月で、 青紫色

の花を5 ー1 0 個前後、花茎の先に付ける。 北海道、本州の中部地方以北、

サハリ ンなどの冷温帯に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） で知ら れていたが、 確認当時も 個

体数はき わめて少なく 、 絶滅寸前の状態であっ た。 近年は個体が確認さ

れておら ず、 現在の状況は不明である 。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

オオマルバノ ホロシ
ナス科

So la n u m  m eg a ca rp u m  Ko idz.

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

丸山　 巌（ 1 9 7 1 ） 三瓶山の植物概況. 大山隠岐国立公園 三瓶山の自然. 2 1 -3 2 . 島根県.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

N o  Im ag e

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日当たり のよ い草地に生える 多年草で、 短い地下茎がら 茎を 伸ばし 、

2 5 ー7 0 cmになり 軟毛が密に生える 。 葉は対生し 、 上部のも のが大き

く なる。 ほと んど柄がなく 、 卵形で先は尖り 、 基部は丸い。 縁に荒く 不

規則な 鋸歯があり 、 2 ー4 .5 cm、 幅1 ー3 cmにな る 。 花は6 ー7 月、 上

部の葉腋から 長さ 5 ー2 0 mmの細かい花序を つけ、 花被は淡青紫色で皿

形。 径6 ー8 mmと なる。 果実は倒心形で、 先がへこ み、 縁に毛が生え、

長さ 3 mm 、 幅4 mmになる。 国内では北海道西南部・ 本州・ 四国に見ら

れ、 中国・ パキスタ ン・ イ ンド ・ ヒ マラ ヤに分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） で生育が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ヒ ヨ ク ソ ウ
オオバコ 科

Vero n ica  la xa  Ben th .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 7 ） 島根県植物分布資料　 (3 9 )ヒ ヨ ク ソ ウ Ve ro n ic a  m e lis sa e fo lia  P o ir . 島根植物研究会会報1 3 ： 1 4 　 島根植物研究会
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N o  Im ag e

選定理由

　 県下での生育の報告があり 、 生育する個体があれば厳重に保護する必

要がある。

概　 　 要

　 低山の林縁に生える落葉小高木。 葉は薄く 、 も むと 臭気がある。 形は

広卵形～卵状楕円形で長さ 4 ー1 2 cm、 幅2 .5 ー7 cmで数個の鈍い鋸歯

があるが、 老木では鋸歯はなく なる 。 また、 葉柄は0 .5 ー1 .5 cmと なる、

円錐花序は頂生し 、 5 ー6 月に花冠の長さ が7 ー8 mmの淡黄色の小さ い

花をつける。 国内では本州（ 近畿地方以西）・ 四国・ 九州・ 琉球・ 台湾・

中国中南部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に分布する と する報告はあるが、 標本などは確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ハマク サギ
シソ 科

Prem n a  m icro p h y l la  Tu rcz.

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） ハマク サギ， 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局、 島根県大百科事典下巻、 山陰中央新報社， 3 3 6 -3 3 7
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

選定理由

　 県内での生育状況が不明である 。 生育環境である湿地が、 開発や乾燥

化、 遷移の進行などにより 各地で減少し ている。

概　 　 要

　 明るく 開けた湿地やミ ズゴケ上などに生える多年草である。 草丈は花

茎を 伸ばすと 5 ー4 0 cmになり 、 日本産のミ ミ カ キグサ類では最も 大き

く なる。 気中葉は幅2 ー1 0 mmのへら 形で、 花茎の基部や地表付近の茎

など に集まっ てつく 。 捕虫嚢の数は少なく 、 地下の茎にまばら につく 。

花期は6 ー9 月で、 花は長さ が約4 mm、 色はピン ク 色から 淡紫色、 花柄

がほぼ無く 、 花軸の上部に4 ー1 0 個つける。 花軸上の鱗片葉は盾状に

つく 。 花の色が近いムラ サキミ ミ カ キグサは、 花の長さ は約3 mm、 色

は藍紫色、 明ら かな花茎をも ち、 花軸上の鱗片は盾状につかない、 など

の違いがある。 北海道から 琉球、 アジアから オースト ラ リ ア、 マダガス

カ ル、 西太平洋の一部（ グアム、 パラ オ） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 詳細な生育地は不明であるが、 県下に分布すると の記録がある。 生育

環境は、 山間の明るく 開けた湿地などである。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、湿地の開発、乾燥化や遷移の進行による灌木化、樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 青木充之

情報不足（ D D ）

ホザキノ ミ ミ カ キグサ
タ ヌ キモ科

Utricu la ria  ca eru le a  L.

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
島根県大百科事典編集委員会（ 1 9 8 2 ） 島根県大百科事典 上巻. 山陰中央新報社. 島根.

N o  Im ag e

選定理由

　 減反あるいは圃場整備により 、 主要な生育場所である溜池や休耕田の

保全・ 管理が年々行われなく なっ ている。

概　 　 要

　 本州、 九州、 南西諸島の溜池や湿地、 休耕田などに生育する一年生ま

たは多年生の湿生植物で、 ミ カ ワタ ヌ キモと も いう 。 茎はごく 繊細な糸

状で直径１ mm以下、 盛んに分枝し て絡み合いマッ ト 状になる。 花茎は

長さ 5 ー1 5 cmで褐色、 花は淡黄色で大き さ 3 ー4 mmほど。

県内での生育地域・ 生育環境

　 宍道湖北岸のため池と 休耕田で観察例があるが、 全県的な調査は行わ

れていない。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化による溜池の管理不足と 水田の乾田化。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

イ ト タ ヌ キモ
タ ヌ キモ科

Utricu la ria  e xo le ta  R. Br.

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
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N o  Im ag e

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 草原や林縁など に生える 多年草で、 茎は直立し 、 1 ー2 mになる。 茎

にはく も 毛があり 、 上部で 分枝する。 下部の葉は心形で、 長さ 1 0 ー

2 0 cmで1 0 ー2 3 cmの葉柄がある 。 花は9 ー1 0 月に短い柄の先に点頭

し 、 総苞は球形で 径3 cmにな る。 花冠は長さ 2 5 mmで 黒紫色。 痩果は

楕円形で長さ 2 0 mm、褐色になる。 本州（ 福島県以南）～九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部や中部から 報告さ れている。 山域の草原や林縁などにまれに生育

する。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ハバヤマボク チ
キク 科

Syn u ru s exce lsu s ( M akin o )  Kitam .

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

丸山巖・ 林享（ 1 9 8 5 ） 野生生物シリ ーズ②し まねの草花， 山陰中央新報社、 1 1 5 pp .
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
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